
科目名 環境と社会（Environment and Society）

学　年 専　攻 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

90 時間

担　当　教　員 【常勤】教授　山下　祐志　、講師　濵本　千恵子、教授　岩元　修一

学　習　・　教　育　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

①　現代社会の諸相について、安藤昌益の思想を絡めながら、自分の見解を述べることができる。
②　環境問題について、民法や刑法など、法の観点から考察できる。
③　環境と社会の関わりについて、歴史的視点から説明できる。

第1学年
生産システム工学専攻

物質工学専攻
経営情報工学専攻

2 単位 必修 講義 後期

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

安藤昌益の思想が十分
に理解できており、それ
を元に、現代社会の諸
相について、丁寧で論理
的な見解を述べることが
できる。

安藤昌益の思想が十分
に理解できており、それ
を元に、現代社会の諸
相についてある程度、論
理的な見解を述べること
ができる。

安藤昌益の思想はかな
り理解できているが、現
代社会の諸相について
の認識が不十分である
ため、見解が感想文の
範疇から脱皮できない。

安藤昌益の思想の理解
が不十分なため、、現代
社会の諸相と対比して
見解を述べることができ
ない。

到達目標
②

法解釈と環境問題に関
する理解が、ともに相当
レベルに達しており、今
後の課題を含めて、客
観的・論理的に考察でき
る。

法解釈と環境問題に関
する理解が、ともに一定
レベルに達しており、か
なり客観的・論理的に考
察できる。

法解釈と環境問題に関
する理解のどちらかが
少し物足りないが、それ
なりに一貫性のある考
察ができる。

法解釈と環境問題に関
する理解が、どちらとも
少し物足りないが、問題
点は考察できる。

到達目標
③

環境と社会の関わりにつ
いて、十分な基礎知識を
もとに、多様な視点にバラ
ンスよく目配りしつつ意見
と事実を明確に区分しな
がら説明できる。

環境と社会の関わりに
ついて、それなりの基礎
知識をもとに、多様な視
点に目配りしつつ意見と
事実を一応区分しながら
説明できる。

環境と社会の関わりに
ついて、６割程度の基礎
知識をもとに、一部の視
点に目配りしつつ意見と
事実を混同しながらも説
明できる。

環境と社会の関わりに
ついて、基礎知識は６割
未満で、多様な視点へ
の言及もなく意見と事実
を全く区分できない。

達　成　度　評　価　（％）

第１講～第５講の学習内容 レポート（１） 30%

第６講～第10講の学習内容 レポート（２） 30%

学習・教育到達目標 （Ｆ）③④ JABEE基準１（２） (a)

第11講～第15講の学習内容 期末試験 40%

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 40 60

            　　　　　    評価方法
指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

100

態度・志向性(人間力)
【自己管理力】

○ ○

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ○

○

汎用的技能
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力【　　】

思考・推論・創造への
適用力【適用、分析レベル】

○



関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 本科の社会科関連科目

教科書 使用しない

補助教材等 参考資料として、毎回プリントを配布する。

学　習　上　の　留　意　点

　本講義はⅢ部構成になっており、Ⅰ部とⅡ部はレポートによって評価し、Ⅲ部は期末試験を行う。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

　本講義は、人間性豊かな技術者を育成するために、「地球的視点から物事を考える能力を育成すること」を目標として開
設されたものである。専任教員３名で打ち合わせを行いながら、幅広い多様な視点から講義を展開したいと思う。



回
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導入
シラバスの意図するところが概ね理解できる。
安藤昌益の唯物論が理解できる。

安藤昌益の思想
食と性を中心に据えた安藤昌益の「自然真営
道」について、その基本的な枠組みが理解でき
る。

配付資料を事前に読ん
でおく。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ポスト大衆社会論
今日的な世相の中で、自分の生き方のポリシー
を具体的に述べることができる。

レポートを作成する。

環境と法ー民法（１）
四大公害病に代表される、日本の公害の歴史
と、これらの公害から生じた損害に対する民事
訴訟の問題点を理解できる。

配付資料を事前に読ん
でおく。

安藤昌益の思想
食と性を中心に据えた安藤昌益の「自然真営
道」について、その基本的な枠組みが理解でき
る。

配付資料を事前に読ん
でおく。

中流崩壊論争
中流崩壊論争を、安藤昌益の思想と関連させて
考えることができる。

配付資料を事前に読ん
でおく。

日本国憲法における新しい人権
日本国憲法における「新しい人権」として、
「環境権」が主張されていることが理解でき
る。

配付資料を事前に読ん
でおく。

環境整備に関する法整備の国際状況
国境を越えた環境汚染問題や、国連をはじめと
する世界各国の環境問題への取組の概要が理解
できる。

レポートを作成する。

環境と法ー民法（２）
日本国内で、四大公害事件を背景にして整備さ
れた各種の公害対策法の特徴と、法整備後に民
事訴訟がどのように変化したかを把握できる。

配付資料を事前に読ん
でおく。

環境と法ー刑法
日本では公害事件が刑事訴訟にまで発展した事
案は少数であることと、その理由が理解でき
る。

配付資料を事前に読ん
でおく。

歴史的視点から環境と社会の関わり
を考える（３）

産業革命以降の工業化の中で、環境と社会がど
のように変化したか、説明できる。

配付資料を事前に読ん
でおく。

歴史的視点から環境と社会の関わり
を考える（４）

２０世紀後半以降の日本で環境と社会の関わり
を考える時、どのような課題があるのか説明で
きる。

配付資料を事前に読ん
でおく。

歴史的視点から環境と社会の関わり
を考える（１）

シラバスの内容を説明できる。１万年以前の古
い時代を研究することにどんな意味があるの
か、説明できる。

配布資料を準備する。

歴史的視点から環境と社会の関わり
を考える（２）

地球環境の変化と前近代の日本社会との関わり
について説明できる。

配付資料を事前に読ん
でおく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 60 時間

後期末試験

・試験返却と解答
・アンケートの実施

総　学　習　時　間　数 90 時間


